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　 九 州 の 小麦作 で は，収穫時の 降雨 に よ っ て 起 きる穂発

芽が，晶質低下をもた らし，い わゆ る低 ア ミ ロ 小麦 とし

て 流 通加工 上 大 きな 問題 とな る 。 こ の 問題 を 育種的 に 解

決す る に は，穂 発芽 に よ る品 質低下機構 を解明 し，そ れ

に基 づ い た耐穂発芽性品種の 育成が重要 な課題で あ る 。

こ れまで に 行われた研究 で は，晶質低下に は発芽粒だ け

で な く，未 発 芽粒 も関係 して い る こ と
1・a）が 明 らか に な っ

て おり，また 目に見 え ない 品質低下を α
一

ア ミ ラ
ーゼ の

測定で 簡易 に検定する方法
3）
と，それを利用した選抜法

1）
な

ど が 報告 さ れ て い る 。

　本研究 は ， 晶質低下 に 至 る まで の 継時的 な 変化 の 品種

間差 と，穂発芽検定法の改良お よ び耐穂発芽性の 母本 の

選定 に検討を加え た 。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　試験材料 は母本選定 の
一

部を除 き，登熟期 に 雨に 遭 わ

な い よ うに ，出穂後 ビ ニ ール ハ ゥス で 覆い を し， 成熟期

に 穂を採取 して雨ぬ れ処理を行 っ た 。 雨ぬ れ処理 は， 18

℃暗黒下 の 定温室 に おい て ，穂を ア ク リル 板 に 立 て，常

時湿 っ た状態を保 っ た め 毎 日数回 の 散水処理 を行 っ た 。

処理終了後，ただ ちに 乾燥 し，穂発芽率を調査 した の ち，

ブ ラ ベ ン ダージ ュ ニ ア テ ス ト ミル で 製粉 し，その A 粉 に

つ い て α
一

ア ミ ラ
ーゼ 活性の 測定を行 っ た 。 α

・…
ア ミ ラ

ー

ゼ 活性は，パ ーキ ン エ ル マ
ー
社 の グ レ イ ン ア ミ ラ

ーゼ ァ

ナ ラ イ ザー
mode1191 （ネ フ ェ ロ メ

ーター
） に よ り測

定 し た D 単位 は，mQde1191 ア ミ ラ
ー

　｛”　unit で あ る。

　試験 1　 穂発芽率 と α
一

ア ミ ラーゼ 活牲の継時変化

　穂発芽性 の 異 な る フ ク ワ セ コ ム ギ （易） シ ロ ガ ネコ ム

ギ （や や易）チ ク シ コ ム ギ （中）セ トコ ム ギ （難）の 4

品 種を 供試 した 。 1 品種当り120穂 を雨 ぬ れ 処理 し，処

理開始後 8時間毎に88時間 ま で の 11回 ， 10穂 づ っ 取 り出

して，穂発芽率と α
…

ア ミ ラ
ーゼ 活性を 調査 した。

　試験 2　 収穫後の 穂 の保存温 度 と穂発芽性

　成熟期 の 穂発芽検定 で は ， 検定材料の 成熟期 が 異 な る

た め，順次収穫 し検定を進 め て 行 く必要が ある 。 しか し，

こ の 操作 は 煩雑 な 上 に，収穫作業 と も重複する 。 そ こ で，

検定 の 合理化 と精度の 向上を図る た め
， 収穫後穂をあ る

程度 の 期間保存 した の ち，雨 ぬ れ処理 し，穂発芽 とア ミ

ラ
ーゼ 活性を検定で き る 保存条件 に っ い て 検討 し た 。

　供試材料は ， 穂 発芽性 の 明 か な 14品種 。系統 で ，成熟

期 に収穫 し，温室内 （30〜40℃ ）， 室温 （約20℃ ）， 低温

（約 5 ℃）お よ び冷蔵 （約
一2℃）の 4条件 に ，15 日 お

よ び30日保存 した 後， 5 日間の 雨 ぬ れ 処理 を行 い ，成熟

期 に おける検定結果と比較した 。

　試験 3　 耐穂発芽性母本 の選定

　よ り高度な 耐穂発芽性品種を育成す る た め，最 近 育 成

さ れ た 品種や地方番号系統，さらに 品質や 収量性 に優れ

た外国品種系統な ど約200晶種 ・系統 に っ い て，穂発芽

検定を 行 い，母本 の 選定を 行 っ た 。

　　　　　　　　 結果および考察

　試験 1

　 8 時間毎の 穂発芽率と α
一

ア ミ ラ
ーゼ 活性 （以下，ア

ミ ラ
ーゼ活性）の推移を ， 第 1褒に 示す 。 フ ク ワ セ コ ム

ギ を 除 く3 晶種で は，雨 ぬ れ処 理初期の 発芽率 O ％の 時

期 に
一

時的 に ア ミ ラ
ーゼ 活性を認 め た が

， そ の 後 は活性

を認 め な か っ た こ と か ら，サ ン プ リ ン グ誤差 とも考え ら

れ る 。 こ の こ とを 考慮す る と， 4品種 の ア ミ ラーゼ活性

が 上 が り始 め た 時期 は，各 々 フ ク ワ セ コ ム ギ 8 時間，
シ

ロ ガ ネ コ ム ギ40時間 ， チ ク シ コ ム ギ32時間，セ トコ ム ギ
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第 1 裘　雨 ぬ れ 処 理 に よ る穂発芽率 お よ び α
一ア ミラーゼ 活 性 の 継 時 変化

処理 時間 0 時聞　8時間 16時 間 24時間 32時間 40時間 48時間 56時 間 64時問 72時間 80時間 88時間

フ ク ワ セ 穂 発 芽 率 　 0，0 　 0，0 　 0．0
コ ム ギ 　ア ミラ

ーゼ活性 　　 　 0　 　 10　 　 200

．0　　　　6．4　　　15、5　　　15．2　　　38．5　　　30．2　　　37．0　　　39、8　　　55，2
40　　　　335　　　1120　　　2520 　　　8600 　　18800　　36000 　　53000 　　96000

シ ロ ガ ネ 穂 発 芽 率 　 O．0 　 0．0 　 0．O 　 O．O
コ ム ギ ァ ミ ラ

ーゼ活性 　 0 　 10 　 0 　 00
、0　　　　0．O　　　　O．0　　　　0．0　　　　2．1　　　　3．4　　　　5，4　　　　3．7
0　　　　　10　　　　　70　　　　120　　　　135　　　　240　　　　420　　　　510

チ ク シ 穂 発 芽 率 　 0．0 　 0．0 　 0．0 　 0，0
コ ム ギ　ア ミラ

ーゼ 活性　　　0　　 5　　 10　　 0O

．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　1．3　　　　1．0　　　　3，9　　　　4．0
30　　　　60　　　　140 　　　　100　　　　110　　　　160　　　　760　　　　630

セ ト 穂 発 芽 率 0．OO ．00 ．00 ．0
コ ム ギ　ア ミラ

ーゼ活性　 　　 0　 　 　 0　　 　 0　 　 1D0

．0　　　　0．0　　　　0．0　　　　0．6　　　　0．0　　　　 ．7　　　　0、D　　　　l，0
5　　　　　0　　　　　0　　　　35　　　　 60　　　　 40　　　　40　　　　110

注）穂発芽率 の 単位は％， α
一

ア ミ ラ
ーゼ 活性 の 単位 は model1191 ア ミラ

ーゼ unit 。

第 2 表　各保存条件 に おける成熟期 の検定結果 と の 相関係数

15　日　間　保 存 30　 日　間　保　存

処 理　条　件 成熟期　　冷蔵

　　　　　約 5 ℃

室 内　　 温室内　　 冷凍　　　冷蔵　　　室内
約20℃ 　　30〜40℃ 　 約一2℃ 　　約 5℃ 　　約20℃

穂発芽率　　　　　　　　　　　　　　　 0，847聯

穂発芽率 （順位）　　　　　　　　
−

　　 0．847”

穂発芽率 （14品種 ・系統平均）　　13．6％　 26．2％

0．723 零 睾

　　　0，281
0．728串宰　　　 0．380
47．7％　　　　　86．0％

0．87S’s

　　　　O，688＊t

　　　　O．352
0．803“’　　　0．708

＝’
　　　O．629＊

20．4％　　　　60．5％ 　　　　82．3％
α
一

ア ミラ
ーゼ 活性 （log変換）

α
一

ア ミ ラ
ーゼ 活性 （順位）

O．866”

O．913”
0．685

取寧

0．687ホホ
0．563“

0．533“
0．4960
．469

注）
＊＊

印 は 1 ％有意，
’
印 は 5％有意。

56時間で ，
い ずれ も穂発芽を認 め な い 時期 で あ っ た 。 発

芽 は ア ミ ラ
ー

ゼ 活性 が 上 が り始 め て 後，ほぼ 24時間で 認

め られた。

　 こ の こ とか ら，外観的に穂発芽を認め る ほ ぼ24時間前

か ら，ア ミ ラ
ー

ゼ 活 性 は上 が り始 め て お り，品質低下が

生 じは じめ て い る と考え られ る 。

　発芽率は，時間 の 経過 とともに上昇 し，穂発芽性易の

フ ク ワ セ コ ム ギ で は ，ア ミ ラ
ー

ゼ 活性 も指数関数的 に 上

昇 して ，急激 な品質低下が 認 め られ た
。

一方，他の 3 品

種 は，発芽率 が 低 く，ア ミ ラ
ーゼ活性 の 高まりも緩慢 で

あ っ た 。 特に 穂発芽性難の セ トコ ム ギ で は，88時間経過

後 も発 芽率 1％，ア ミ ラ
ーゼ 活性 110と と も に 低 く，品

質低下が生 じ難 い 。

　 山口 ら
3）
は，ア ミ ラ

ーゼ活性が高 くな る にっ れ て ，ア

ミ ロ 値 は低下 し，ア ミ ラーゼ活性 が 500で は 正常 な 値 の

75％に ，1，000で は 半減す る こ とを認 め て い る 。 フ ク ワ

セ コ ム ギ で は，穂発芽 を認めて わずか 8 時間後に ア ミラ
ー

ゼ 活性は1，00eを越え，チ ク シ コ ム ギ お よ び シ ロ ガ ネ コ

ム ギ も穂発芽を 認 め て24時間以内 に500を 越 え て お り，

山 口 らの 報告か らす る と， 各々 ア ミ ロ 値も急速に低下す

るもの と推察 され る。

　ま た，い ずれ の 品種 も雨ぬ れ処理 が 畏 くな る ほ ど粒の

光沢 が 失わ れ，粒の 外観品質 は明 らかに 低下 した。

　試験 2

　各保存条件で の 穂発芽率と，成熟期 の 検定結果 との 相

関係数 を，第 2 表 に 示す。穂発芽率 は，保存温度が高く

な る に 伴 い，ま た 保存期間 が長 くな る に 伴 っ て 高くな り，

成熟期 の 発芽率 と の 相関が 低 くな っ た。低温条件の 5 ℃

15日間 および
一2℃30日間 の 保存で は，相関係数が い ず

れ も0．8以上 と高か っ た
。 以上の こ とか ら ， 成熟期 に収

穫 した穂 を低温条件 で 保存すれば，穂発芽性に っ い て高

い 精度で 検定 が で き，成熟期 の 異 な る品種 ・系統 も同時

に検定 が 可 能 で あ る 。

　
一方，

ア ミ ラーゼ 活性 に っ い て も，やは り保存温度が

高 くな る に伴い
， ま た保存期間 が 長 くな る に 伴 っ て ，成

熟期 の ア ミ ラ
ー

ゼ 活性 との 相関 が 低 くな っ た c こ の 中 で

5 ℃ 15日間 で は ，相関係数が 10g 変換 で 0．866， 順位 で

0．913と高 く，ア ミ ラ
ーゼ活性 に っ い て も保存し た穂で

の 検定が可能で あ る。

　 しか し，穂発芽率で 相関の 高 か っ た
一2 ℃ 30日間で は ，

！og 変換 で 0．563とや や低 か っ た 。 こ の 理 由と して， 1

晶種 （チ ク シ コ ム ギ）が特異的な 値を 示 した こ と もあ る

が，それを除 い て も0．658と低 く，保存 期閭 が 30 日 と長

か っ た こ ともひ とっ の 要因と して考え られ る 。 こ の 点 に

っ い て は，さらに 検討を要す る が，こ の 場合の 保存期間

は ，30日 よ り短 い 方が よ い と考 え られ る。

　試験 3

　供試 した200品種 ・系統の 中か ら ， 穂発芽難 ・ア ミラ
ー

ゼ 活性低 の 品Pt　・系統として 第 3表に 示す 13品種 ・系統

を選定 した。こ れらは い ずれも， 西南暖地の 褐粒の 品種 ・
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第 3 表 穂発芽難 ・
ア ミラ

ーゼ活性低および穂発芽易 の

品種 ・系統

品 種 名・系 統 名

　　　　　 サキガケコ ムギ，ミナ ミノコムギ，ニ シカゼコ ムギ，
穂発芽難 ・

　　　　　西海152号， 西海165号，羽系84− 7G（西海168号），
アミラ

ーゼ
　　　　　関東1CO号， 関東10r号，申国136号，東山鯰号，農林26号，
活性低
　　　　　 工 ビス コ ム ギ

，
トヨホ コ ムギ

穂発芽易

埼玉27号，山陰1号，フクワセ コ ム ギ，チホクコ ム ギ

（ASW構成品種等）EGRE↑，　EMBLEM，　FES↑IGUAY，
GAMENYA　 REERALYING，　GOSHU　KOMUGI，
HALBERT、　OLYMPIC，　SULTAN
（多収性品種等）CIMM ［TS3− 525，台中詔号，
中国小麦 （有芒），IA7M3

注） ゴ シ ッ ク は，臼粒 の 品種 。系統

系統 で，北海道，東北 お よ び外国の 品種 ・ 系統に は ， 穂

発芽難 。ア ミ ラーゼ活性低の 晶種。系統は見 い だ せ なか っ

た 。

　今後，品質や 収量性を大幅 に 改良す るた め に は，ASW

（Australian 　Standard 　 White オ
ー

ス ト ラ リ ア の 小麦

銘柄 で ， 日本式 め ん 用 と して 品質が よ い と さ れ る ）構成

品種や， ヨ ー
ロ ッ

パ 等の 多収性品種な どか ら新た な遺伝

子 の 導入を す る必 要 が あ る もの の ，こ れ らの 品種 ・系統

の 中に は ， 白粒で穂発芽性易 の もの が多い 。 した が っ て ，

こ れ らの 品種 。系統を利用す る に は，粒色 と穂発芽性の

関係など，さ らに検討を要す る。

　今回選定 した 穂発芽難 ・ア ミ ラーゼ活性低の 晶種 ・系

統 の 中 に は，赤かび病 に強 い 西海 165号，極早生 で 製め

ん 適性 の よ い 西海 168号などが あ り，前述 の よ う な外国

品種か らの 遺伝子導入を図 る際 に，赤かび抵抗性や早生

化 の 点で も有力 な母本 に な る と考え られ る 。
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　　　　　　　　　 摘　 　　要

　穂発芽に よ る コ ム ギの 品質低下に っ い て ， 穂発芽率と

α
一

ア ミ ラ
ーゼ 活性 の 測定 に よ り，品質低下に 至 る ま で

の 継時的な変化の 品種間差 と ， 保存し た穂に よ る穂発芽

検定および耐穂発芽性 の 母本の 選定 に検討を加え た 。

1．穂発芽 が 認 め られ る約24時間前か ら，α
一

ア ミ ラ
ー

　 ゼ 活性 の 上 昇が は じま り，品質低
’
下が 生 じ は じめ る。

　 α
一

ア ミラ
ーゼ 活性 の 上昇 の 始まりと，その 後 の 活性

　化程度に 品種間差 が 認 め られ，穂発芽性難の 品種 は，

　始 ま りが 遅 く，活性化程度 も緩慢 で あ っ た 。

2。成熟期に 収穫 した 穂 を低温 で 保存 して 穂発芽検定を

　行え ぱ，高い精度で 検定が 可能で ある。こ の 場合，収

　穫後 な るべ く早 い 時期 に検定 を 行 うの が 望 ま しい 。 特

　 に 5℃ 15日間 の 保存で は，穂発芽率，ア ミ ラ
ーゼ 活性

　と も成熟期の 検定結果 と き わ め て 相関 が 高 い 。

3．約200品種 ・ 系統 に つ い て 穂発芽検定 を行 っ た結果，

　西南暖地 の 褐粒の 品種 。系統を 中心 に ， 穂発芽 が 生 じ

　難 く，か っ α
一

ア ミ ラ
ーゼ活性 も低 い 13品種 。系統を

　選抜した。
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